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  第１章 その機能


  



  聖書朗読：出エジプト記二五・三一～四〇、三七・十七、ゼカリヤ四・一～七


  



  「あなたたちは純金の燭台を造らなければならない」（出エジプト二五・三一）。この文章の前半――「純金の燭台」――の方が、より重要です。しかし、後半の「あなたたちは造らなければならない」にも、意義深い重要な内容があります。


  



  新しい霊的立場の必要性


  



  純金の燭台というこの問題に迫るにあたって、少し離れた地点から迫ることにします。私たちは後に立って、引くことにします。「主の民には新しい霊的立場が必要である」という感覚が増しつつあるのを、私たちはみな感じていると思います。この感覚は普遍的なものでも一般的なものでもないかもしれませんが、最近、私たちはこの感覚にかなり遭遇しています。これについて考えるなら、これは神の御言葉に一貫している特徴であることがわかります――その特徴とは、すなわち、新しい場所に到達せよという要求です。これは御言葉の中に見られますし、それに続く歴史の中にも見られます。主の民が正しい道にある時や、正しい方向に向かっている時でも、常にその必要に迫られます――そこにとどまってはならない、そこに落ち着いてはならない、進み続けよ、という促しが常にあるのです。これは主の民の霊的歴史に関して一般的に大いに言えることですし、ご自身の民と共に歩む主の全行程にわたってそうでした――「これまで到達したことのない立場に到達せよ」、あるいは、ことによると、「後退して遠ざかってしまった立場を回復せよ」と主は常に要求されますし、その必要性に対する感覚を常に生じさせておられるのです。


  しかし、私たちの間では（「私たち」と言う時、それはここでこの務めに関わっている人々のことです。この務めのことを、私たちはしばしば「この証し」と呼んできました）、この感覚――新しい霊的地点に到達することが必要であるという感覚――は大きくなりつつあります。特に、過去数ヶ月の間に、一人また一人とこの感覚を私に表明しました――「私は主と共に新たな場所に辿り着かなければなりません。何とかして、新しい立場に到達しなければなりません」。幾つもの異なる形で、こういう表明がなされたのです。しかし、その背後にあるのは、「私たちは課題や働きに直面しているところであり、この支配的状況のゆえにこれを余儀なくされている」という感覚です。私たちは何とかして新しい霊的立場に辿り着かなければなりません。自分自身の心がこれに応答するのを、あなたたちの多くは経験されるだろうと思います。


  私たちと一緒にいる多くの人は、私たちと一緒になってからまだ日が浅く、私たちの間の色々な事柄に関する霊的歴史を知りません。彼らにとって、私がこれから述べようとしていることは、私たちがここにいる理由の説明になるにちがいありません。また、クリスチャンたちは特別集会のためにしばしば共に集まりますが、ここで私たちが集会していることには、それに優るどんな意味があるのかの説明になるにちがいありません。


  さて、いま述べたこの感覚は、当事者たちにかなりの問題、課題、試み、苦難をもたらしますが、他方において、それは結局のところ、大いに健全なしるしなのです。今の自分の霊的立場に落ち着いてしまえること、これほど不健全なことはありません。このような必要や課題を覚える時、私たちは心を探られます。そして、このように心を探られることにより、私たちは主との接触に導かれます。それにより、調整がなされ、自分の過ちや間違いをただすよう導かれるかもしれません。これは自分の立場を明らかにするよう私たちを導きます。このような課題の主な結果は、主が私たちを真に召しておられるものに、いっそう近づくことでなければなりませんし、実際にそうなるでしょう。これは私たちをある所に導くでしょうし、導かなければなりません。その所で、私たちは言うようになります、「ああ、これは一体どういうことでしょう？主はこれで何を言わんとしておられるのでしょう？主は何を求めておられるのでしょう？主は私たちを何に召しておられるのでしょう？」。この問いに対する答えを発見すること、あるいは再発見すること、これが私たちに対する主の取り扱いの大部分の理由です。この助けのおかげで、おそらく、私たちは余計なものをたくさん取り除くことができますし、直ちに本質的なものの路線に入ることができます。


  さて、この召し、この神の御旨、この課題の目的、この要求や欠乏感の意義は、この純金の燭台によって、大いに具体的かつ包括的に表現されていると思います。「純金の燭台」というこの句はまさに、この地における私たちの歴史の始まりに私たちを連れ戻すものであり、これまでの歳月のあらゆる事柄の背後に私たちを連れ戻すものです。あなたたちの多くはこれをわかっておられるでしょう。「証し人と証し」誌のタイトルの下にそれがあります――その表紙に純金の燭台があります。ここから私たちは始めたのです。これこそ、これまでの歳月の間、一貫して支配してきたはずのものです。純金の燭台は雑誌の表紙に描かれているだけでなく、最初から、神が私たちの上に課してこられたものなのです。私たちに対する課題は、純金の燭台を実現すること、それを生み出すこと、それを実際本当に私たちの内に実質的に得ることです。


  この燭台には三つの面があるように思われます。一つ目はその機能、二つ目はその性格、三番目はその形です。


  



  燭台の機能――光を与えること


  



  燭台の機能は、まさに光を与えることに尽きます。飾りや観賞用の小品ではありませんし、人の興味や関心や好奇心を引くための神秘的象徴でもありません。いいえ――光を与えることなのです！光――燭台はこのためです。神の御心と御旨によると、燭台の機能は最初から最後までこれに尽きます。黙示録の冒頭で、使徒は幻を記して言いました、「私は振り向いて、私に話しかけた声を見た。そして、振り返ると、七つの金の燭台が見えた。それらの燭台のただ中に、人の子のような方が見えた」（黙示録一・十二～十三）。主はご自身の僕に語り、その僕を通して語られました。その結果はこうでした――それぞれの教会にとって、自分の存在基盤をなす唯一の核心は、燭台の機能だったのです。多くのことが記されましたが、唯一決定的な点は光でした。「燭台の機能という根拠に拠らないかぎり、諸教会が存続する理由はありません」と主はきわめてはっきりと語られました。「わたしは……あなたの燭台をその所から取り除きます」――これはいつのことでしょう？――たんなる燭台となって、光を与えなくなった時です。それが意義を失った時です。この道具、被造物が、機能を失った時です。このような状況が優勢になるなら、その燭台を取り除いてしまった方がいいでしょう。そして、「わたしはそうしよう」と主は言われたのです。教会が果たすように召されている、この燭台の機能は、光を供給することです――ただそれだけなのです


  



  真の光は衝撃力である


  



  しかし、光について、一、二のことを述べなければなりません。最初の点は、この光のために神の民は造られ、形成され、構成されたのですが、この光は衝撃力であるということです。真の光は衝撃力です。真の光には大きな衝撃力があるので、それに反する何ものも、それと共存することはできず、去らなければなりません。これこそ、それが神聖な光である証拠です。光の衝撃力について私たちはとてもよく知っています。暗闇の中から太陽の輝きの中にいきなり入ると、その光に耐えることができません。目を覆ってやらなければなりません。その衝撃力はあまりにも大きいからです。暗い場所を光で照らすと、光ではなく暗闇に属するものはたちまち去ります。これが衝撃力です。


  私が言わんとしているのは、この燭台の証しは大量の情報を与えることではない、ということです。冷たい現実を述べたり、示すだけではありません。たんなる教義や真理の問題ではありません。光の衝撃力として始まったものでも、時がたつにつれて、あまりにもたやすく、口先だけの言葉、言葉の山、観念に成り下がってしまうのです――それらの言葉や観念は聖書的で霊的であり、ある意味で神聖な観念かもしれません――しかし、それでもたんなる観念にすぎないのです。あまりにもたやすく、そうしたものに堕してしまいます。そうした言葉や観念は膨大な本を通して示されるかもしれませんが、それでもどういうわけか、大きな衝撃力はありませんし、それを所有している民の間で、その衝撃力が効果を発揮して感知されることもないのです。これが黙示録の七つの教会に対する課題の一つであることを、私は見いだしました。彼らには正統的な教えや信条がありました。彼らは真理のためなら自分の命を捨てたでしょうし、不健全な特定の事柄を憎んでいました。しかし、その衝撃力がなくなっていたのです。正しい道にあったのですが、光の衝撃力がありませんでした。諸教会の存在によって、周囲の暗闇が反感を募らせることも、要求を突き付けられることもありませんでした。考慮すべきものが地上にあるという事実に、悪の勢力の王国は気づきませんでした。これを私たちは熟知しています――ああ、しかし、それでは十分ではありません。これは何よりもまず責められるべきことかもしれません。


  さて、譴責や裁きや非難の言葉として、これを述べたのではありません。しかし、これは多くのこと――私たちに対する主の取り扱いや道――を解き明かしてくれるのではないでしょうか？特に、新しい立場の必要性を感じるこの深い感覚がある場合に、そうではないでしょうか？これまで私たちは自分の立場を評価する時、おそらく、自分たちの信条、教義、教えの観点から評価してきました――「そうです、私たちの立場は神の御言葉にしたがったきわめて正統的なものであり、大いに聖書的です」と私たちは述べてきました――しかし、私たちは自分たちの立場を、自分たちの信条の衝撃力という観点からは評価してこなかったかもしれません。どんな効果が生じているのでしょう？神の観点によると、光はたんなる冷たい光ではなく、大いなる衝撃力です。ですから、アジアにあるこの諸教会は、この根拠に基づいて要求を突き付けられました。彼らが信じ、保持し、教えさえしていたものに基づいてではなく、彼らの立場が暗闇の領域全体に及ぼす効力に基づいて、要求を突き付けられたのです。


  



  神の聖潔の光


  



  この燭台、この証しに関するもう一つの点は、その照らしの目的に関してです――つまり、何を照らすのかということです。燭台は何を照らすのでしょう？燭台はその衝撃力をもって何を明らかにするのでしょう？燭台は特定の事柄を示すだけでなく、衝撃力をもって示します。衝撃力という言葉の意味が最もよくわかるのは、ここでだと思います。純金の燭台が衝撃力をもって照らすべきものの一つは、神の永遠の聖潔です――神の永遠の聖潔が、人の子なる御方により、教会のただ中にもたらされます。燭台のただ中におられるこの人の子についての描写の最初の方に、こう記されています――「その頭と髪は白い羊毛のように白く、雪のように白かった」。ダニエル書に戻ると、「日の老いたる方」と呼ばれている者について、「その頭の毛は純粋な羊毛のようであった」（ダニエル七・九）と描写されていることがわかります。私の理解では、白い羊毛のような頭と髪は、齢よわい――すべての時を網羅する永遠――、徹底的聖潔、徹底的清さを象徴しています。すべてはこの「人の子」、この「日の老いたる方」、この「永遠の父」の御前に出されて裁かれます。これを理解するなら、その意味がわかります。すなわち、万物は第一に、この方の永遠の聖潔に基づいて対処され、裁かれるのです。この燭台はこの証しを衝撃力をもって明らかにします。


  「あなたたちは純金の燭台を造らなければならない」。その結果は何でしょう？これが意味するのは、神がご自身の欲しいものを獲得されつつある所では、聖潔が衝撃力を及ぼすようになる、ということです。聖でないものに対して衝撃力を及ぼすのです。聖でないものは何であれ、そこには存続できません。聖潔は大いに愛されている言葉ではなく、大いに恐れられています。聖潔は、その詳細に今は立ち入れませんが、この問題に関して自分自身の密かな理解力や神と共なる生活を持てるものです。しかし、次の事は確かです。この炎の両目が、白い羊毛のようなその頭や髪と矛盾するものを何かご覧になるとき、この証しは弱められ、失われてしまうのです。そして、この燭台の正統性は失われてしまうのです。これは厳粛な言葉です。しかし、第一級の教理、真理、神聖な観念を持っていて、とても高度な教えのために立っていたとしても、それにもかかわらず、それと同時に、私的な個人生活の中に、聖ではなく、純粋ではなく、神の臨在の光に耐えられないものが、かなり多くあるかもしれないのです。これは事実、悲しむべき事実ではないでしょうか？私はこれを述べて、後はお任せすることにします。


  もちろん、ここで責任が生じます。「あなたたちは純金の燭台を造らなければならない」。主の御前で対処すべき、聖ではないものがあります。私はこれをあなたにお任せします。しかし、気がかりなのは、暗闇の勢力や私たちの周囲の暗闇に対する、私たちの影響力です――暗闇に対する私たちの絶対的影響力と相対的影響力の両方です。私たちが明示すべきは、自分たちの教えや、真理の体系や、観念ではなく、言葉を遥かに超えたもの、聖書的言葉さえも遥かに超えたものの現存です――実際に力を及ぼさなければならないのです。暗闇の勢力の全階級が、私たちの存在によって、何かに直面するようにならなければなりません。これこそ私たちが真に関心を寄せている問題です。もし暗闇の勢力が私たちの内に何らかの暗闇を得るなら、もし彼ら自身の拠点を得るなら、これは決して実現されません。暗闇の勢力の力は不聖です。暗闇の勢力の力は公のものではなく、その性質にあります。暗闇の勢力が聖ではないものを内側に得るとき、彼らは私たちを破滅させます。彼らは私たちの教えを笑い、私たちが証しと称しているものを嘲るでしょう。私たちがどれほど深い真理を持っていたとしても、暗闇の勢力には全く問題ではありません。暗闇の勢力が力を握るのは、不聖によります。聖書からわかるように、群れの中のたった一人の生活の中にある不聖だけでも、全体の前進を阻むのに十分です。一人のアカンだけでも、全イスラエルを停止させて、敗北に至らせることができます。「燭台を造らなければならない」――この問題を対処しなさい！これはあなたの問題であり、私の問題です。神の永遠の聖潔の光は、途方もない力です。ああ、悪しき者が侵入しようとする時、「自分はここにとどまれません。これを何とかしなければなりません！」とその悪しき者が感じるようでなければなりません。ああ、過ちに陥っている人々が、「もしここにとどまろうとするなら、物事を正さなければなりません」と感じるようでなければなりません。対処する必要のあるものが啓示されます。それは、何かを言われたからではなく、聖なる主の臨在によります。この聖潔の光は現存して、自らの存在を周囲に知らしめなければなりません。


  



  神の力強い愛の光


  



  次に、この光は神の力強い愛の光です。燭台のただ中におられるこの人の子について述べられているもう一つの点は、胸に金の帯をしめておられたことです。これもまた象徴です。帯は力のことであり、行動に至る力のことです。胸は愛情であり、愛の座です。この方は、燭台のただ中で、神の愛の大能の力を胸に帯びておられます。この燭台、この証しもまた、そうでなければなりません――この光、神の愛の力の衝撃力を及ぼさなければならないのです。ああ、ここで私たちは全員自分たちの失敗を告白して、主の御前に行かなければなりません。私たちには多くの真理、多くの教え、多くの知識、多くの霊的情報がありますが、愛の衝撃力というこの問題に関して、人々は何に触れているでしょう？神のこの力強い愛は、サタンが全く歯が立たない事柄の一つです。「このことで新たな立場が必要です」とあなたは感じないでしょうか？あなたはこれまで愛を全く実践してこなかったのではないでしょうか？先に進み続けてどうなるのでしょう？――この点に私たちは達しました――燭台を保持し続けてどうなるのでしょう？飾りのための燭台に用はありません。燭台を正当化するものはその機能であり、その機能とはこれです――神の力強い愛、神聖な愛の帯と関係している、イエス・キリストの御顔にある神の栄光の知識の光です。


  聞いてください！「燭台を造らなければならない」。これについてなすべきことがあります。私たちは愛の洪水を、この件で私たちに何かが起きるのを、それが私たちに臨むのを待ってきました。「私たちを愛で満たしてください」と私たちは主に求めてきました。そうしてきたのはきわめてもっともなことでした。しかし、これには別の面もあります。燭台を造らなければならないのです！燭台について何事かをなさなければなりません！神の力強い愛というこの問題について、私たちにはなすべき分があるのです。それは最初から最後まで大きな戦いになるでしょう――この戦いについては神だけがご存じです！――なぜなら、このような証しは重要な価値あるものであり、暗闇の王国、憎しみの王国に甚大な影響を及ぼすからです。サタンは憎しみをもって、疑惑、非難、疑いといったこの働きを行っており、多くの面にわたるあらゆる働きを行っています。このサタンの憎しみの働きは、クリスチャンたちの間の単純な形から（憎しみに単純な形などというものがあればの話ですが）、今日世界に見られるこの恐るべきもの――普遍的な恐るべき憎しみというサタンの働き――にまで及んでいます。これについて考えてみてください。私たちはこれをどうにかしなければなりません。燭台を造らなければなりません。燭台を造ることができるのは、ただ神の恵みによります。しかし、こうした事柄について考えるなら、私たちは燭台を造ることになるでしょう。これらの問題に直面するなら、主の御前で自分自身の心を探るなら、私たちは燭台を造ることになるでしょう。


  



  神の義の力の光


  



  次に、この光は神の義の力の光です。燭台のただ中におられる人の子について述べられているもう一つの点は、その足が「炉で精錬されて光輝くしんちゅうのよう」だったことです。しんちゅうは常に力を象徴しますが、義をも象徴します。光輝くしんちゅうのようなのはこの方の足ですから、これはこの方の進行、道、歩み――それは義であり、絶対的に義です――について述べています。それは私たちの行い、聖徒たちの義なる行い、私たちの道のことでもあります。聖書からわかるように、義はサタンの暗闇の働きに絶えず立ち向かいます。神の御言葉によると、不義や不純さは、どこかの時点で、何らかの方法により、ある程度、サタンにくみした結果です。サタンの包括的な狙いはただ一つ、神の権利を神から奪い取ることです。他者の権利を奪い取ること――その原因及び性質は不義です。この権利の奪取は、人と人との間、被造物と被造物との間でなされており、将来もそうでしょうが、その背景には必ず神の権利が関係しています。もしあなたが自分の兄弟からその権利を奪うなら、あなたは神から奪うのです。ですから、サタンは神の正当な権利を神から奪おうとしますが、義はこのサタンの働きにことごとく真っ向から立ち向かいます。主の栄誉のために、いわゆる自分の権利を犠牲にしなければならないことや、手放さなければならないことが頻繁にあります。自分の権利を主張する時、私たちを動かしているのは、多くの場合、自分の栄誉や自己弁護であって、主の栄誉ではありません。時として、その結果こうなります――自分の権利だと信じているもの、当然自分の権利であるはずのものを、私たちは手放さなければならなくなるのです。それは主が栄光を受けるためであり、主に機会を与えるためです。


  この不義の問題をまさにその核心に至るまで辿るなら、自己が主の地位を占めていることがその核心であることがわかります。これについてよく考えてください。不義な働きや行いを見て、その源に至るまで辿るなら、源は常に自己であることがわかるでしょう。強奪、保留、歪曲――その背後には利己的動機があります。この箇所で、今や十字架から戻ってこられたこの人の子が登場します。この方は、死んだが生きている者であり、燭台のただ中におられる方であり、徹底的無私の化身です。この徹底的無私が徹底的な義であり、これは神がすべてを得ること、すなわち、神がご自身の権利を得ることを意味します。どの点にも疑念はありませんし、主には争点は全くありません。どんな代価を払っても、主がすべてを得なければなりません。神がご自身の権利を得るようになるために、人の子はすべてを犠牲にされました。彼は諸教会に、事実上、「わたしの足を見なさい！」と仰せられます。これには徹底的無私の衝撃力があります。この衝撃力は、神のための徹底性の衝撃力であるだけでなく、神の徹底性の衝撃力でもあります。「純金の燭台を造らなければならない」。


  これは厳しい言葉に思われるでしょうか？冒頭で述べたように、私はこう感じています。今回、主は私たちを再び集めて、新しい立場――このような種類の立場――に至らせようとしておられるのです。私自身については、言っておきますが、私はこれを心に留めています。しかし、私たちは互いにこう話し合っています――「大小の集会を開くことがどうして大切なのでしょう？自分たちの教えや、表紙に金の燭台が描かれている雑誌と共に進むことが、どうして大切なのでしょう？」と。そうしたものはどれも大切ではありません。いいですか、もしそれらの結果や源が衝撃力のある光でないなら、それらを去らせてしまいなさい。主はそうしたものから私たちを救ってくださいます。この光には、齟齬や、矛盾や、嘘はありません。私たちの教えは、第一に、聞くべきものではなく、見るべきものなのです。もし何かが到来して持ちこたえるなら、それは何かを見たからです。「私は振り向いてその声を見た」。人々は音を聞き、そして、振り向いて見ます。何を見るのでしょう？教えではなく、光でしょうか？衝撃力のある光でしょうか？どうか主がそうならせてくださいますように。


  



  第２章 その特徴と形


  



  聖書朗読：黙示録一・十二～二〇


  



  前の黙想で述べましたが、この燭台には三つの点があります。一つはその機能、もう一つはその特徴、三番目はその形です。その機能についてはすでに考えました。先に進んで他の二点についても少し述べることにしましょう。


  



  その特徴：純金である


  



  この燭台の特徴は――御言葉によると、「純金」であることです。この証しの手段が示される時は常に、出エジプト記二五章であれ、ゼカリヤ書四章であれ、黙示録一章であれ、この燭台は純金であると述べられています。神の御言葉において金は神ご自身の象徴であることを、私たちはみな理解しています。この燭台は神から成ります。そこに人のための余地はありません。その特徴は、それが神から成っているということです。


  



  苦難がもたらすもの


  



  しかし、それは火で精錬された金です。確かに、それ自身は全く神から成っています。しかし、それが私たちとどう関係しているのか、教会や地上にいる神の民とどう関係しているのかという話になると、この特別な要素が絡んでくることがわかります。つまり、それは火のような試練の結果であり、苦難や苦しみから生まれるものなのです。


  キリストの数々の苦難を私たちは常に識別しなければなりません。キリストの苦難には二つの面があります。一つの面はキリストの贖いの苦難です。この苦難はただキリストだけのものであり、これにあずかる人はだれもいません。しかし、もう一つの面の苦難があります。その苦難は、完成させて栄光にもたらすこと、サタンの力の根拠を滅ぼすことという、キリストの典型的な働きと関係しています。さて、キリストご自身の内には、もちろん、サタンの力の根拠は何もありませんでした。キリストには罪がありませんでした。しかし、同時に、キリストは人の立場に立って、一つの線に沿って試みを受けられました。すなわち、自由意志という神から賜った責任を、神から離れて、神から独立して、自分自身の益のために用いるのかどうか、という線においてです。キリストの中に間違った意志がある、ということではありませんでした。しかし、ご自身の罪のない意志をキリストは何に委ねられるのでしょうか？この神聖な賜物である選択責任をどう用いるのかに関して、キリストは試みを受けられました。恐ろしい逆境の火の中で、あらゆる種類の苦難の中で、試みを受けられたのです。あらゆる種類の苦難の焦点は――「神の御旨以外のものをキリストは選ばれるのでしょうか？キリストはそのような選択をして、自分の苦難から自由になることや、逃げ出して楽な時を過ごすことを願われるのでしょうか？」ということでした。その苦難は典型的な苦難でした。その苦難は私たちがあずかっている苦難であり、キリストはあらゆる点で私たちと同じように試みを受けられたのです。キリストの場合、内側に罪はありませんでしたが、私たちと同じ立場に立たれました。つまり、激しい苦難の火が燃えさかっていて、自分の意志を御父の御手から取り去ってサタンに渡しさえすれば、その苦難から全く逃れることができたのです。キリストは考えた上でそうなさったでしょうか？


  こういうわけで、まさにこの点に証しが絡んでくることがわかります。証しが言葉、真理、教理を超えたものになるのは、まさにここにおいてです。証しが苦難を通して確立される時、それは大いなる現実となり、力、効力、衝撃力を発揮するようになります。これを見るよう助けてもらいたいと、私は切に望んでいます。私は信じていますが、もし私たちがそれを理解できるようになるなら、それは私たちにとって大きな助けになるでしょう。主はご自身に奉仕するよう私たちを召してくださいました。クリスチャンの大多数は、主の奉仕を外側の多くの活動と結びつけて考えています――救われていない人に福音を宣べ伝えること、教える務めを果たすこと、様々な種類の事柄を幾つもの異なる方法で行うことと結びつけて考えています。これらの奉仕はみな主の召しの中に含まれており、決してこれらの奉仕における自分の義務を認めそこなってはなりません――しかし、同時に、私たちは次のこともはっきりと見る必要があります。すなわち、これらの外側の活動でどれほどたくさん、熱心に、絶え間なく主に奉仕したとしても、それでも私たちは厳しい苦難を免れないのです。「主の働きを行い、主に遣わされた所に行き、行うよう主に召されたことを行い、主の御旨に反することは決して思わず、常に主に対して全く開いて、『主を怒らせることは何もしない』という取り引きを常に主と交わしているかぎり、主は御力をすべて行使してこの働きを助けてくださいます。主権をもって働いて、どんな邪魔者や逆境も許されませんし、自分が寝たきりになることや、主に召された働きから締め出されることを、主は許されません」と思う人もいるかもしれません。しかし、そうだったためしはありませんし、今後もそうでしょう。


  



  活き活きとした証しには苦難が不可欠である


  



  あなたの新約聖書を見てください。それを三つの観点から見ることができます。第一に、主の偉大な僕たちの観点からです。この僕たちは開拓者として、またこの経綸全体にわたる福音の基礎として、途方もない責任を担いました。彼らが行った働きを考えてください。アジヤやヨーロッパ、至る所に福音が宣べ伝えられることを、主は確かに望んでおられたのではないでしょうか？これらの諸教会が確立されることを、主は確かに望んでおられたのではないでしょうか？そうです、これに疑問はありません。この人たちがどれほど徹底的に自分を主に委ねていたのかを見てください。自分自身の生活に関して、その中に主を怒らせるものが何もないように、彼らがどれほど主に対して密接に責任を担ったのかを見てください――彼らは神のためにひたすら注ぎ出されていました。しかし、それにもかかわらず、サタンの妨げや重病について彼らは述べているのです（一テサロニケ二・十八）。「エパフロデトは病気になって死にそうになりました。しかし、神は彼をあわれんでくださいました。彼だけでなく、私をもあわれんでくださったのです。それは私が悲しみに悲しみを重ねることがないためでした」（ピリピ二・二六～二七）。主の僕たちは牢獄や病の床に投げ込まれ、あらゆる種類の逆境に遭いました。状況的に見て、主が願っておられるこのことに対して、考え得るありとあらゆる妨げや制約や挫折があるかのように見えました。なんという矛盾でしょう！どこかで何かが間違っているにちがいありません！しかし、そうではないのです！この人々の場合、このような状況でした。彼らは苦難、あらゆる種類の苦難を免れなかったのです。


  次に、第二の観点があります。個々の教会あるいは異なる地域にある諸教会の観点です。新約聖書に記述されている教会のうち、受けている苦難について少しも述べられていないものは、あまり多くありません。これらの諸教会はなんと苦しまなければならなかったことでしょう！これは全く主の御旨に沿ったことでした。これらの諸教会は神の御旨によってそこに存在し、神のために立ち、神のために矢面に立ちました。しかし、神はこれらの諸教会を守られなかったのです。「これはわたしにとって聖なるものです。わたしが油注いだものに触れてはなりません」とは、神はサタンに言われませんでした。諸教会は苦しみました。そして、苦しむであろうことを、諸教会は告げられました。それは避けられないことだったのです。


  次に三番目の観点、普遍的教会の観点があります。なんという歴史でしょう！普遍的教会は聖なるものであり、尊いものであり、とても高価な真珠であり、小羊の妻です。それなのに、なんという苦難の歴史、死に至るまでの苦難の歴史だったことでしょう！ネロの下で殉教した初期の殉教者たちの場合、数千もの人々が獣によってバラバラに引き裂かれました――なんという歴史でしょう！主は天使を送って介入し、彼らを救いませんでした。彼らはこれを経過したのです。


  



  主は働きよりも証しに関心を寄せておられる


  



  これは何を意味するのでしょう？主は働きよりも証しに関心を寄せておられる、ということを意味するのです。これについてはっきりさせる必要があります。働きの観点から物事を考え始めるなら、大きな混乱が生じます。自分の職業を離れて「働き」に加わるよう多くの人々を仕向けるなら、ありとあらゆる難問が生じます。実を言うと、主が第一に求めておられるのは働きではないのです。「主のために働く必要はありません」と言っているのではなく、「主が第一に求めておられるのは働きではなく、証しであり、戦いであり、生ける炎です」と言っているのです。これまで述べてきたように、この時、証しは真理や教えの体系を超えたものになります。特定の用語や、特定の観念や、特定の真理を他の人々に伝えることに、あまり関心を寄せてはなりません。「あなたはこの真理を見たでしょうか？あの真理を見たでしょうか？」。このような言い方であなたが言わんとしていることは、たんなる教えや概念としての真理にすぎません。何かを述べる前に、活き活きとした命の衝撃力がなければなりません。これにもっと徹底的に関心を寄せてください。そうするなら、あなたが語る前に、あなたには何かがあることを、人々は見るようになるでしょう。「私が必要としている何かを、あなたは持っています」。これが証しです。これはただ苦難によってのみ生じます。


  「あなたたちはキリストのために、ただ彼を信じることだけではなく、彼のために苦しむことをも賜っています」（ピリピ一・二九）。あなたたちはこれを賜っているのです！あなたたちは自分の手を伸ばして、それを熱心に受け取ろうとはしないでしょう！キリストのために苦しむこと――これは与えられた賜物なのです。証しはこの道によって生じます。「神の働きに取りかかるなら、大きな感謝と満足と喜びがあって、これまで望んできた願いはそれによってかなえられるでしょう」と、もしこれまで考えたことがあったなら――あなたは幻滅する羽目になるでしょう。なぜなら、元のままでいた方が、いわゆる主の働きにとりかかるよりも、自分にとって楽だったことに、あなたは気づくようになるからです。


  さらに言わせてください。まさにその時――苦難が始まる時――実際の効力が確保されるのです。この地上で得られる実、人間生活の各領域で得られる実はどれも、苦難の結果であり、火のような試練の成果です。アダムの堕落以降、今やこれはこの宇宙の確固たる法則です。霊の領域で神のために結ぶ実、証しの持つ実際の効力は、苦難と苦しみから生まれます。この時再び、主は私たちの活動を超えた何かを獲得されます。たんなる言葉、つまり、たんなる真理では表現しえないものを、たんなる外側の活動には見いだされないものを、主は獲得されます。神を満足させるのは、魂から絞りとられたものであり、魂の苦しみです。その時、主は何かを獲得されるのです。


  



  それに聖霊がご自身を委ねられるもの


  



  さて、証しを持つものの特徴はこのとおりです。まさにそうであるがゆえに――これは火の中で対処されたものであり、一度きりの火のような試練の結果ではなく、多くの試練の結果です――これに聖霊はご自身を委ねられるのです。ゼカリヤ書四章に注意してください。ここで預言者は自分が見たものを描写しています――純金の燭台と二本のオリーブの木があって、油がオリーブの木から燭台に流れ、その生ける炎を保っていました――次に預言者が描写したのは、「主の御言葉はこうである……権勢によらず、能力によらず、わが霊によって」でした。聖霊は何にご自身を委ねられるのでしょう？ここで私たちは立ち止まって自問しなければなりません。結局のところ、聖霊がおられなければ、私たちに何ができるでしょう？聖霊がおられなければ、一体何が役に立つでしょう？聖霊が私たちと共におられないなら、私たちは諦めてしまった方がいいでしょう。これに直ちに同意しないクリスチャンは一人もいません。私たちは聖霊に全く頼っています。聖霊がおられなければ、どうにもなりません。では、聖霊は何にご自身を委ねられるのでしょう？次のような燭台にです――その燭台は火の中から、溶鉱炉の中から生まれたものであり、ハンマーの打撃によって叩き出されたものです。そうです、ハンマーの打撃です――しかし、このハンマーは神の御手からではありません。ああ、これについて勘違いしないでください！あなたを打っているのは神の御手ではありません。「お前を打っているのは神だ」とサタンは言いますが、それは常にサタンなのです。


  ご自身の者を打つ方として神が啓示されているのは、ただ一節だけであり、それはイザヤ書五三章です。そして、打たれた方は神ご自身の御子です。こう記されています、「私たちは思った、彼は打たれ、神に叩かれ、苦しめられたのだと」。しかし、これは贖いの働きを述べています。このような形で神はあなたや私を打ってはおられません。ピアソン博士はこれを次のような形で描写しました。彼は鍛冶屋のところに下って行き、鍛冶屋とその助手が働いているのを見ました。二人は火から取り出されて燃え輝く鉄を金敷きの上に置きました。鍛冶屋が持っていたのは小さなハンマー、ほんの小さなハンマーでしたが、助手は大きなハンマーを持っていました。鍛冶屋がその鉄に少し触れると、次に、もう一人がその箇所にハンマーを振り下ろして力強く打ち叩きました。鍛冶屋が別の箇所を小さなハンマーで再びコンと叩くと、その箇所に重たいハンマーが振り下ろされました。小さな少年がそれを見て、「なんと馬鹿げているのでしょう！どうして鍛冶屋さんはこんな小さなハンマーしか持っていないの？」と言いました。ピアソン博士は言いました、「いいかい、鍛冶屋は打つ必要がある所を示しているだけなんだよ。打つことはもう一人に任せているのさ」。ピアソン博士は度々こう述べています。主は取り扱いや矯正が必要なものをご覧になります。主はただ示すだけです。あとのことは悪魔が行います。このように、神はご自身の聖徒たちを完成させる働きを悪魔にさせるのです。原則として、これは真理であるように思われます。「この攻撃や打撃を行っているのは、すべて神である」と、あなたに対して敵に言わせてはなりません。それをしているのは悪魔であり、主は悪魔にそうさせて利用しているのです。実を言うと、神が求めておられるのは鋳造細工、打ち出し細工です。それは第一に火の結果であり、次に多くの打撃の結果です。多くの打撃があってはじめて、神は優ったものを私たちの生活の中で獲得できるのであり、あるいは、私たちの生活の中から邪魔物を除くことができるのです。この道を通ったことのない器はどれも、火のない燭台――飾り――にすぎません。燭台には美しい飾りがたくさんありますが、役に立ちません。火を通ったものに聖霊はご自身をお委ねになるのです。


  



  燭台の形――一体性の中の複数性


  



  さて、この燭台に関する三番目の点について、一言、二言述べることにします――その形についてです。出エジプト記二五章に完全な描写があります。それを要約するとこうなります――燭台は団体的なものです。一体でありながら複数なのです。中央の茎に六つの枝があります。黙示録では、形は少し変わっていますが、原則は変わっていません。そこには七つの金の燭台について記されていますが、その真ん中に人の子のような方がいて、その方が燭台をすべて御手の中に握っておられます。この方はご自身のパースンによってこれらの燭台を一つにされます。これは一人の神聖な人による一体性ですが、それにもかかわらず、複数です。数は多いですが一つです。これに関する私の考えはこうです――神がご自身の完全な証しを獲得されるのは、離ればなれの無関係な個人や党派によるのではなく、神の炎によって一つにされたものによってなのです。ああ、神が苦難を通してご自身の子供たちを一つにされる時、主にとって大いに貴重なものが得られるのです。私たちが共に火の中を通り、幾年も共に苦難や悲しみを経験して、その経験のゆえに神が何事かを行って私たちを一つにされるとき――これは外面的な案配や外面的な同意による一体性ではありません――そして、諸々の苦難をもってしても、サタンがこの一体性を破壊したり分裂させたりできないとき、その時、そこにはとても尊い何かがあるのです。サタンは分裂させるために常に苦難を利用しようとしていることに注意してください。あなたが苦難に遭う時、あなたにはまず自分を引き離そうとする傾向、逃げようとする傾向、他のだれかを責めようとする傾向があります。これは悪魔の働きです。神が二人以上の人やある群れを火の中に導かれる時、神はこの個人的要素――それは引き離し、分裂させ、分離させて、敵対させるものです――をすべて取り除こうとしておられるのです。もし共に苦しんだことがないなら、決して真の合一はわかりません。試みや逆境を一生涯共にした人々は成熟に達します。この成熟はとても尊いものであり、血よりも濃いものなのです。


  



  苦難による一体性


  



  小羊とその花嫁の間もこうでなければなりませんし、キリストのからだの肢体たちの間もこうでなければなりません。これはただ苦難によってのみ生じます。ですから、数々の群れが苦しむことを神は許されるのです。ある教会が共に試練を通り、内側に造り込まれた一体性と共に試練から出てきます。この一体性は神にとって大いに重要なものです。神の観点から見ないかぎり、これを説明することはできません。これは神にとって大いに貴重なものです。ですから、意義深いことに、七つの金の燭台のただ中におられる人の子のこの描写が示された時、この方について述べられた第一の点は、足まで垂れた服を着ておられたということなのです。詳細や各面に触れる前に、その全体像――縫い目のない衣――がわかります。この衣はすべてを含むものであり、各肢体を一つにするものであり、この方を完全な者、ひとりの方、人の子にするものです。この衣は頭から足まで一つの衣です。その意味がわかります。


  この方は諸教会を訪問されました。第一の教会はエペソです。そこで彼は最初の愛について語られました。ああ、エペソの火！なんという火をこの教会はくぐり抜けたことでしょう！明らかに、この教会の中にはとても素晴らしい愛が造り込まれていました。今、すべてを含み、すべてを包括する衣をまとった方が、エペソに来て、「ここで何かが起きました。どこかで間違いが生じました。最初の愛が失われてしまいました」と仰せられます。キリストの死、キリストの十字架から、一体性が生じました。復活の力により、キリストは一体性に敵対するもの――分裂や軋轢――をすべて征服されました。キリストはそれをご自身の死によって滅ぼしてしまわれました。キリストは、頭から足まで覆う一つの衣をまとった者として到来されます。今、キリストはご自身の十字架の働きと正反対のもの――分裂、最初の愛の喪失――を見いだされます。これが意図することはこうです――私たちはこの意味で十字架に行かなければならず、自己を取り除く苦難、分裂をすべて対処する苦難を経験しなければなりません。そして、苦しみを経て、火によって生み出された一体性に至らなければなりません。その時、主は満足されるのです。


  これを強いるつもりはありませんが、私たちはこれを見なければなりません。私たちが関心を寄せているのは、効力、いわゆる衝撃力、霊的影響力です。言葉、教え、物事の枠組み、形式ではなく、この火です。この火は言葉を遥かに超えたものであり、生ける光のこの力の衝撃力です。これこそ主が求めておられるものであり、こういうわけで主は今なさっているように私たちを取り扱われるのです。私たちは自分をこれに委ねなければなりません。これは私たちの苦難の意味を理解する助けになるでしょう。どうか主が私たちに恵みを与えてくださり、だれにとっても自然に行うのがきわめて困難なこと、すなわち、苦難に対して新たな解釈を施すことができるようにしてくださいますように――苦難は供託物であり、委託物なのです。苦難は私たちが求めている現実の物事と結びついています。そもそもクリスチャン生活や神の諸々の道について理解していれば、常にそうであることがわかっていたはずですし、次のような光景もよく見かけていたはずです。人々が主にさらなる力、さらなる命、さらなる祝福、さらなる霊的富、何らかの益を求める時――本当にそのつもりがある時、間もなく彼らは激しい試みの中に入っていたでしょうし、そうしてこのような形で主は彼らの祈りに答えてくださっていたでしょう。彼らはこれを求めたわけではありません。その結果がどういうものかわかっていれば、彼らは何も求めようとしなかったでしょう。しかし、主はこれをご自身の奥義的な方法で行われます。主が求めておられるのは真に価値あるものです。これを理解しましょう。主はご自身にとって最も尊いものを逆境から守ったりされません。主の精錬する火に最もふさわしいと主が感じるものこそ、主にとって尊いものなのです。


  



  第３章 その証し


  



  聖書朗読：出エジプト記二五・三一～四〇、ゼカリヤ書四・一～七


  



  この燭台について示している二つの箇所について、ここでさっと手短に一言述べることにしましょう。出エジプト記は、事の始まりについて記しています。主はご自身の証しを最初に設けて、初めてそれを導入されます。ゼカリヤ書では、他のすべての預言の務めと同じく、それは回復の問題です。その証しは多かれ少なかれ失われていました。金の燭台は神の当初の完全な御旨でした。そして、神の御旨のこの豊かさが神の民や諸国民の間で損失を被った時、回復される必要がありました。私がこれを述べるのはまさに次のような理由によります。すなわち、主は常に当初の基本的な御旨に応答されるのであり、啓示された主の当初の御旨より劣るものに基づいて行動することを決してよしとせず、常に回復しようとされるのです。この回復の思想に関連して、私たちは何年もこう感じてきました、「主は私たちの上に御手を置いて、私たちをある務めに導き、私たちをある器の一部とされました――それは主が実際的な形で、地上における証しに関する主の御旨が何かを再び示すためです。まさにその時点、まさに始まりの時点に立ち返ると、そこには『純金の燭台』がありました。主はこれをこの務めの基礎とされたのです」。


  



  この証し――キリストの豊満


  



  前の黙想では、この燭台の形について述べました。これについて述べるべき他の点が幾つかあります。何年も私たちと共にいた人々なら、これらの点が別々の段階で特に私たちに示されたことがわかるでしょう。これには三つの面があると思います。この三つの面は、この燭台に関する三つの考察の流れからわかります。霊的歴史に関するかぎり、私たちにとって三番目だったものが、主にとっては第一だったように見えます。主は私たちに対して、ご自身にとって始まりであるものをもって開始されませんでしたが、私たちをご自身にとって始まりであるものに導かれたのです。私たちは最終的に、二つの異なる線に沿って、二つの異なる面によって、この初めのものに到達しました。さしあたって、この二つの面について述べることはしませんが、私たちの主イエスの主要なすべてを含む面について短く述べることにします――その面とはキリストの豊満です。


  



  キリストは何者か （ａ）全く神から成っている


  



  前の黙想で述べたように、この燭台が全く金から成っていたことは、すべてが神から成っていることを意味します。この燭台をキリストと見なして黙想するにあたって、特に理解すべき第一の点は、キリストは今も昔も全く神から成っておられるということです。キリストは全く神から成っておられます――豊満であり、神の豊満なのです。


  この燭台に関する二つの基本的な数があります。それは三と七であり、各々、神の豊満と霊的豊満の数です。燭台の茎の片側にはどちらも三本の枝があり、この茎と合わせると全部で七本になります。これは神の豊満と霊的なものの豊満を表しています。これが私たちの主イエスの生涯に対する一つの鍵です。主は神の燭台として、地上で肉体をもって人々の間で過ごされました。完全に神から成っていることが一体何を意味するのかを、生ける炎によって啓示されたのです。ご存じのように、この燭台についての記述によると、燭台は自分自身を照らす必要があります。光が燭台自身を照らす必要があったのです――「それ自身を照らさなければならない」（出エジプト二五・三七）。燭台は他のものを照らしましたが、それ自身をも照らしました。燭台は自らの光の中になければならず、その光がそれ自身を照らさなければなりませんでした。主は折りに触れてこれに相当することを述べておられることがわかります。主ご自身の内にこの証しを見ることができましたし、この証しもまた主を証ししました。主は絶えず神の光の中を歩むことができました。主がおられる所はどこでも、何ものもこの神聖な光を覆うことはできませんでした。この証しは主にあって真実なものでした。無数の詳細からわかるように、主は全く神から成っておられたからです。主は全く神から成っており、それ以外のもの――自分自身から出たものや自分自身のためのもの、他の源から発したおそれがあるもの、他の目的に仕えるおそれがあるもの――をことごとく絶えず退けておられました。これを理解するには、主の内的生活や外的生活を、あなたはしっかりと学ばなければなりません。主は全く神から成っておられ、徹底的にそうだったのです。


  イエスの証しとは何でしょう？ああ、「それは何か特別な教えの体系です」という誤った観念を再び取り除くことにしましょう。イエスの証しはそのようなものではありません。イエスの証しは地上にあるべきものであり、神がご自身の家の中に、ご自身の民の間に、諸国民の間に、ご自身の民のゆえに設けられるものです――イエスの証しとはまず第一に、神ご自身からではない考えや興味や目的や野心からすっかり完全に解放された何かが地上にある、ということです。だれであれ、人の立場や神以外の何者かの立場に立つなら、正しい真の意味で決して役に立ちません。「これは神から成っています。これは全く神から成っています。これは主です」と言えなければならないのです。


  前に述べたように、火はこの金を生み出します。ああ、合金、混ざり物、くずを取り除くために、なんという働きをこの火は成し遂げることでしょう。それはついにはこう言えるようになるためです、「これは全く神から成っています。これに人からのものは何もありません。主以外の何ものもこれを説明できません」。私は強く確信していますが、このような言葉の光により、あなたたちは神の諸々の道の意義がわかるでしょう。神は何をなさっているのでしょう？神は証し――その証しの中にある力、知恵、忍耐力、進み続ける能力は神からであって、人からではありません――を生み出そうとしておられるのです。すべてが神からです――そうです、これはキリストの豊満なのです。


  ああ、キリストの豊満に関する私たちの観念！「ああ、キリストの豊満のために！」と私たちは叫びます。徹底的に空にされないかぎり、キリストの豊満はありえません。キリストが万物を満たすには、それ以外のものはすべて出て行かなければなりません。他の何かがあるかぎり、「キリストがすべてとなる」ことはありませんし、「キリストがすべてのすべてとなる」こともありません。キリストの豊満は場所全体を要求します。しかし、要点はこうです――キリストの豊満は私たちがその中に入るべきものであり、経験すべきものなのです。なんという豊満でしょう！「私はイエスの御顔を見ました。それ以外のものを何も私に告げないでください」――あなたは本気でしょうか？数々の所感や詩歌や詩！それらは本当だとあなたは堅く確信しているでしょうか？ああ、私たちはこれに関して――彼以外に何を望んでいるのかについて――テストされるでしょう。私たちは自分自身の心を知りません。しかし、真の証しは全く神から成っています。主イエスの場合、そうでした。そして、いま熟考しているのは主イエスについてなのです。


  



  普遍性：（ｂ）天と地の満足


  



  次の点は、普遍的問題におけるキリストの豊満です。これは同じ事を別の言い方で述べているにすぎません。この燭台は二つの箇所で示されています。出エジプト記では、燭台は聖域の中に、聖所の中にあります。幕屋の聖所は何を表しているのでしょう？聖所は天と地の間の場所です。聖所の外側に出ると、この世界に来ます。これは証しの外面性です。この世界はあなたを聖所に導きます。聖所の向こうには至聖所があり、それは天そのものです。「天そのものの中に」と使徒が述べているようにです（ヘブル九・二四）。聖所は天と地を結ぶ絆であり、そこで地と天が出会う境界です。主イエスのパースンが両者を結びつけます。彼は人の子として天と地の間に立っておられます。そして、両者を全く結び合わせて包括されます。天と地の豊かさは彼の内に見いだされます。彼は天と地のはざまにおられますが、両者を結びつけて満足させます。


  彼はこの地やこの世に全く属しておられません。彼はそれから離れておられます。しかしそれにもかかわらず、言わば、彼はその上に御手を置いておられるのです。彼は代表者としてそれに関係しておられ、それは彼の中で出会います――全諸国民はキリストの中に豊かさを見いだします。主イエスがすべてに対する答えであることを、この世は見いだします。彼の内に自分の必要、自分の真の必要に対する答えを見いだすことのできない国、部族、民、言語、国家的・気性的体制は、この被造物世界のどの時代にも、一つもありません。彼は時間の外側におられ、時間を超越しておられます。彼は一世紀やこれまでの世紀と同じように、二十世紀においても素晴らしい御方です――同じように適切に応じてくださるのです。この世のあらゆる時代の状況を、彼は地上でことごとく経験されました。


  他方、天は彼に満足しています。天の豊かさはすべて彼の内にありました。天はあることで一つの必要を抱えていました。ある意味において、天の存在意義はある事柄にかかっているように思われましたが、それが成就されるまでの間、天はハラハラしながら待っていたのです。天は十字架のこのドラマに大いに真剣な関心を寄せていました。いいえ、それ以上です。彼の地上生涯のドラマ全体に関心を寄せていたのです。天は絶えず見守って、関心を寄せていました。御使いたちはそれに集中していました。天は彼に集中しました。そして、今や彼のゆえに天全体が満足しています。神は彼によって満足されました。


  ですから、主イエスはまさに天と地の間にあって、あらゆる必要に応じておられるのです。必要に応じてくださるイエスの証しはなんと普遍的なのでしょう！


  聖書の中で再度この燭台について述べられていることがわかります――それは黙示録においてです。ここに、私がいま述べたことの証拠があります。出エジプト記と黙示録の各々にあるこの燭台の二枚の絵を示そうとする場合、一枚目の絵は幕屋の聖所の中に置くことができるでしょう。では、もう一つの絵をどこに置けばいいのでしょう？それには、当時アジヤとして知られていた領域全体の地図が必要になるでしょう。この地域は被造物、この世、諸国民を代表しています。そして、一つの燭台をエペソに置き、別の燭台をスミルナ、テアテラ、ペルガモ等に置いていきます。しかしそれでも、ひとりの方がこの全領域を網羅しておられることがわかります――この七つの燭台は、言わば、このひとりの方の中に集約されます。これはすべての国民の間で証しされるキリストです。燭台は今や一つの場所、聖所に集中しているだけでなく、今や諸国民の間にあります。最初の燭台は聖所の中にあります――すべてがこの方の中にあります。しかし、この方が七つの燭台として諸国民の間に見られる時、彼はすべてです――これは神の究極的御旨の絵図です。神の究極的御旨は、彼の内にある豊満が諸国民や全被造物の至るところに見られるようになることです。パウロは言います、「全被造物は、今に至るまで共にうめき、共に産みの苦しみをしています」。全被造物は自分の贖いを待っています。被造物はうめいています。何についてうめいているのでしょう？私たちはなぜうめいているのでしょう？何らかの形で、自分の持っていないものを望んでいるからです。痛みがある時、私たちは痛みからの解放を願ってうめきます。状況が悪化する時、私たちはうめきます――私たちは状況が正常化するのを望みます。被造物がうめいているのは、自分に必要な何かを持っていないからです。被造物は何を必要としているのでしょう？――キリスト、ただそれだけです。キリストは被造物の必要に応じてくださいます。すべての諸国民の間におられるキリスト――これが究極的ビジョンです。キリストの普遍性――これが証しです。天の必要、地の必要、人の必要、被造物の必要はみな、主イエスの豊満によって満たされます。これは包括的言葉ですが、私たちに課題を突き付けるものでもあります。私たちが話しているのは、この証しについてでしょうか？


  



  教えではなく、キリストの活き活きとした衝撃力


  



  証しという言葉で私たちは何を言わんとしているのでしょう？このような形で私たちが経験するキリストの豊満でしょうか？人は言います、「それでは、この証しに関するかぎり、それに何か特に変わった点があるのでしょうか？キリスト教はみな、そうなるはずのものではないのでしょうか？キリスト教は全くキリストに焦点づけられているのではないでしょうか？キリストはすべてであること、すべてとなられること、キリストはすべての必要を満たしてくださることを、キリスト教は証ししているのではないでしょうか？」。確かに、言葉の上では全くそのとおりです。キリスト教という言葉については、全くそのとおりです。しかし、キリスト教の中にはキリスト以外のものがたくさんあるのです――どれほどたくさんあるかはわかりません。私たちの多くは、「私たちに関するかぎり、キリストがすべてです」と力強く証言できるでしょう。しかし、私たちは自分の心を知りません。私たちにとってとても貴重なものに主が指を置かれるだけで、大きな戦いが燃え上がります。そのような時、「キリストは私にとってそれ以上の御方です」と言うのは容易ではありません。その問題は大いに実際的な個人的問題になります。しかし、これをもっと広い領域に拡げることができます――キリスト教の中心から周辺に至るまでその中に存在している、キリスト以外のあらゆるものに拡げることができます。クリスチャンやキリスト教の中にあるこの余分なものが何かは、神の火だけが見つけられます。ああ、今日この世に見られるキリスト教を見てください！「いわゆるキリスト教の中には、キリストでないものがたくさんあります」と言わなければならないのではないでしょうか？付け加えられたものがたくさんあります。純金と屑を分離するこの火の働きがありません。神が求めておられるのは、火によって鋳造された純金の証しです。この火によって対処されるべきものが何か、神の目だけが見分けられます。主イエスに関する一般的・表面的なクリスチャンの証しと実際の霊的な証しとの間には、ある違いがあります――大きな違いがあります。完全にキリストだけになって他のものが何もなくなる地点に、今生で私たちが達するかどうかはわかりませんが、神はこの目標に向かって働いておられます。その時、すべては神だけになります。すべては霊的になって、肉的なものは何もなくなります。すべては天的になって、地的ではなくなります。目標は運動、宣教、働き、党派、制度としての「交わり」、何かこの地上のものではありません。それらの物理的団体を構成している民の背後にあるもの、手では触れないけれども大いに現実的な何か、が目標なのです。この燭台にはそれ自身を超えた何らかの意義があります。それはその霊的で天的な性質です。一言で言うと、あなたは物に出会うのでは決してなく、主に出会うのです。物や、組織や、人々の群れや、場所や、そのようなものに感銘を受けるのではなく、まさに主に出会うのです。「主がここにおられる」――これがイエスの証しです。あなたは自分のためにこれを個人的に欲しくないでしょうか？「この人たちはこの道を通ったおかげで（この道を通るのは一度きりです）、主の臨在とキリストの香りを帯びています。この人たちは主を示しています」と、もし人々が私たちについて言えたなら、それは贈りうる最大の賛辞ではないでしょうか？こうして私たちの心の奥底にある願いがかなうのではないでしょうか？私たちが主の民の群れとして共にいることによって、私たちと接触するすべての人が、「そこで出会うのは人々や、用語や、特別な教えではありません。どういうわけか主に出会うのです」と言うようになること――これより偉大な目標はありません。これを主が果たすには、深遠な火の働きが必要です。これが純金の燭台です。これが主イエスです。その実現を求める恵み、私たちがここにいることが主の臨在となるよう求める恵みを、主は私たちに与えてくださいます。


  



  第４章 証しの器としての教会


  



  前の黙想では、この証しの究極的意義と性質に専念しました。この証しは、神の御旨において主要なものであり、基本的なものですが、教会に関するかぎり、主はこれに向かって働いておられます――すなわち、キリストの豊満に向かって働いておられます。


  さて、この問題に関する次の点に取り組むことにします。この点は、もちろん、これまでずっと見てきたものであり、述べてきたものです。しかし、この黙想で私たちがまず最初に望んだのは、キリストご自身にすべてを覆ってもらうことでした。さて、これはすでに確立されて理解してもらったので、神が選ばれた器に移ることにします。この器は主イエスの証しをその中に収めて、表現すべきものです――今のこの経綸においては、教会が主の証しの器です。もちろん、これはキリストの豊満と同じ線を辿ります。覚えておられると思いますが、キリストの豊満について述べた時、今も昔もキリストは全く神から成っておられることを見ました。神の豊かさと霊的豊かさがキリストの中に集約されており、すべて神から成っています。次にキリストがおられる場所に関しては（聖所における燭台の場所と同じように、地と天の間です）、一方において、すべての民族が抱えているあらゆる種類の必要や、極貧の状態にある人から人々の間で最も卓越している人に至るまで、あらゆる地位や生活水準にある人々のあらゆる種類の必要が、キリストに集中しました。すべての諸国民、あらゆる階級の人々、人類が送っているこの世の生活のどの局面にある人も、キリストこそ自分たちの必要を完全に満たしてくださる方であることを見いだしました。神は主イエスに心から完全に満足されました。天と地に対するキリストの豊満の普遍性を見ました。


  さて、教会は主イエスと同じ線を辿ります。この証しの器は、彼が歩まれたのと同じ道を進みます。彼は、ご自身の教会の核をなす弟子たちに、「わたしに従いなさい」と言われました。しかし、弟子たちは後で理解するようになったのですが、それは彼の行かれる所に地上でついて歩く以上のことを意味したのです。それはとても深遠なことでした。「わたしに従いなさい」。ああ、なんという内容を伴っていることか！彼の証しの器としての教会の霊的歴史は、このさらに深長な意味において、キリストに従うことなのです。キリストが地上におられた時、その生活の一つ一つの歩みや段階には霊的意義がありましたが、教会はその霊的意義にしたがってキリストに従うのです。


  



  聖霊から生まれる


  



  まず第一に、キリストは生まれるとき、聖霊から生まれました。イエスの証しの器も聖霊なる神から生まれなければなりません。ただし、その器はいま述べている意味の器であり、金の燭台という象徴で神が示しておられる意味の器です。この証しは人が造り出したり、一まとめにしたりできるものではありませんし、組織したり案配したりできるものでもありません。また、人々の決意によって得られるものでもありません――「主の奉仕のために何かを形成して設立しよう」――このようなものでは全くありません。この証しは生まれるべきものであり、キリストが生まれたのと同じように生まれるべきものです――聖霊から生まれるべきものです。まさに神から出なければならないのです。もし主イエスの誕生を他の誕生と同じものと見なして、全く超自然的な奇跡的要素をそれから取り去るなら、天的務めに関する神の観念を台無しにしてしまいます。たとえこれに似せて何かを自分で造り上げたとしても、その中に天の炎が宿る保証は全くありません。これは生まれなければならないのです。それを複製することはできません。もちろん、これには大きな意味があります。さしあたって、「これには口で説明できる以上のずっと大きな意味がある」としておきましょう。神のどの働きにも言えることですが、本物を複製したり殖やすことはできません。これを覚えておきましょう。本物は神からであり、人からではありません。神からのものはみな、このように生まれなければならないのです。人からではなく、肉の意志からでもなく、神からです。これは最初の一歩にすぎませんが、大いに革新的な一歩です。出て行って、「自分たちのいる所にこのようなものを造りましょう」と言ってはなりません。「自分が良いと思うものは何でも、どこにでも複製することができる」と考えてはなりません。神がそうなさらないかぎり、たとえそれを試みたとしても落胆するだけです。


  



  試みを経て完成される


  



  次に、生まれた後、この証しの器はキリストと同じように、試みの段階に置かれなければなりません――試みを経て完成されるのです。主イエスの場合、罪のための余地はありませんでした。事実、聖書が明確に述べているように、キリストは苦難によって完成されました（ヘブル二・十）。「彼は子でしたが、受けた苦難によって従順を学ばれたのです」（ヘブル五・八）――これはキリストの性質の中に罪があったということではありません。これが意味するのはただ、キリストは人の水準に置かれたということ、そして私たちが通らなければならない試練を典型的な方法で通られたということです。キリストに罪はありませんでしたが、私たちの内側には罪があります。その原則は、「何が支配するのか？」ということでした。それは意志の向きに関する試みだったのです。「わたしの意志ではなく、あなたの意志がなされますように」。考えうるありとあらゆる手段で――地獄の極悪な悪魔的創意工夫のかぎりを尽くして、人の知恵よりも深い蛇の能力や狡猾さのかぎりを尽くして――キリストは意志の領域で攻撃を受けました。御父の意志から髪の毛一筋ほどでも逸らされるのかどうか、そのようなことがありえるのかどうか、攻撃を受けたのです。魅惑、誘い、賄賂、褒美の提供、難問、酷い攻撃、裏切り――ああ、ありとあらゆるものがキリストを誘惑するために用いられました！しかし、キリストの意志は堅く御父の意志に従い続けました。この立場に基づいて、キリストは試みられました。私たちも全く同じ形で試みを受けます。教会はこの試みの道を辿って完成に至らなければなりません。キリストの場合、彼が完成されたというのは、彼がこの堅固さを完成させたこと、逸れたり失ったりせず、この忠信さを最後まで貫かれたことをまさに意味します。


  さて、神の恵みにより、内なる神の御霊の力により、神は私たちに次のことを理解するよう要求しておられます。すなわち、神に矛盾はありませんし、この領域に矛盾はないのです。神は人類に最も神聖な賜物である意志の自由を与えてくださいました――選択する自由、決定する自由を与えてくださいました。これは神の神聖な賜物です。神はこれに大いに期待しており、それを行使することを常に要求されます。この賜物を行使して決定や選択を行うことに将来がかかっています。神の最も神聖なこの賜物を神は重視しておられ、これにより人は道徳的に責任ある者となります。「今や私たちは主に属しているので、主が私たちのために決定を下されるのを待ちましょう。私たちは何も言わずに、主が何かを行って、私たちに関するこの問題全般に決着をつけてくださるのを待ちましょう」という姿勢を取るなら、それは矛盾です。神は矛盾していることになるでしょう――私たちの意志に期待を寄せておきながら、それにもかかわらず、それとは無関係に働くことになるからです。神が介入して行動される時や問題はない、と言っているのではありません。ただ、そういうことは普通ではないのです。通常、神は私たちの意志をご自身の意志に協力させようとされます。時として、これは私たち自身の意志を大いに排斥することを意味します。また時として、これは大いなる意志決定の行い――通常それは、いわゆる神の意志に関する転機の焦点です――を意味します。これは受動的なことではなく、能動的なことです。


  ですから、私たちは試みの場所に置かれているのです。この器はこのような方法で完成されなければなりません。ああ、この神の真の奉仕に王道はありません。すべてを主に手渡して、主にすべてを行ってもらい、自分はその問題について何も心配したり述べたりしない――そのような安易な道はありません。そうだったらとても楽だったでしょうが、それは主の道ではありません。この罠に注意してください。


  



  神の証言


  



  試みを通して、証明されます。私は信じていますが、主イエスのバプテスマは彼が神に完全に明け渡しておられたことを表しています。それは葬りと復活を予表していました――これに続いて直ちに神の証言がありました、「これはわたしの愛する子、わたしの喜ぶ者である」。これは、彼の献身からその死に至るまでの全生涯を予表するものであり、要約するものでした。ですから、天からの神のこの証言は、次のような根拠に基づいていたのです。すなわち、彼は死に至るまで忠信であり、神の意志に明け渡して、自分自身の意志――つまり、神の意志とは別の意志、独立した意志、神から離れた意志――に対して完全に死んでいた、という根拠です。要は、神は完全にご自身から成るものに注目された、ということです。人自身や、働き自体は、たとえそれが神のためだったとしても、そのようなものに神は決して注目されません。神が注目されるのは全く神ご自身から成っているものであり、神は最初から最後まで御子に注目して、「見よ、見つめよ、眺めよ！」と言うことができました。イエスの証しを持つようになる器は、それが個人であれ団体であれ、このようなものです――神は常にそれを求めておられます。それはその器の中で働いて、こう言えるようになるためです、「ここにわたしがいます。これがわたしの求めているものです。こちらを見なさい、あちらを見なさい、そうすればわたしが見つかります」。これは物や人々やそのような水準のものに栄光を帰すことではなく、主ご自身から成っているものに注意を引くことです。もし主が教会に何かを加えようとされるなら、こう確信できます。すなわち、主を完全には表さない、主ご自身から成っていないものを、主は建造されない、と。教会が聖霊に満ちていて、そのただ中でキリストが支配しておられた時、主は教会を増し加えられました。「わたしはこれと共に進むことができ、その正しさを証明することができ、これを増し加えることができ、これを建造することができます」と言えるほど、その中に御子を含んでいるものを神が獲得されること――これが成長の秘訣であり、リバイバルの秘訣です。試みによって証明され、よしとされるのです。


  主イエスは「三日目に完成」されたと述べられています（ルカ十三・三二）。主イエスは苦難を通して完成され、完成されたからこそ、栄光の中に迎え入れられたのです。完成されていないものが、栄光の中に迎え入れられたためしはありません。「栄光とはたんなる場所にすぎない」と思わないでください。栄光は場所かもしれませんが、状態でもあるのです。栄光の状態です。栄化された状態です。イエスは試みを受けて証明された後、栄化されました。彼の証しの器である教会は、この同じ道筋で彼に従うことにより、栄化されることができます。なぜなら、そうすることによって完成されるからです。完成とはまさに、主からではないものが全くなくなって、すべてが主からのものになることを意味します。主の聖徒たちの間で栄化される方は主です。それは主の栄光であって、私たちの栄光ではありません。


  



  この世と相容れない


  



  これはとても単純ですが、これがこの性質であることがわかります。この器、この道具、この燭台は、神から成っていないあらゆるもの、神に反するあらゆるものとは、全く相容れないものとして立たなければなりません。これはこの世とは全く相容れないことを意味します。この世という言葉は何を意味するのでしょう。聖書に述べられているこの世を二つの言葉で要約できると思います――利得と自己の栄光です。ここでいう栄光とは神の栄光ではない栄光のことです。この世の精神は利得である、と言えるのではないでしょうか？利得というこの言葉をおいて、この世の物事を説明・解釈することがどうしてできるでしょう？獲得すること――それが縄張り、富、知識、他の何であれ――どの方面においても、目標は獲得すること、所有すること、優位に立つことであり、こうして獲得することにより自分自身の栄光に達することです。これはとても巧妙であり、私たち全員の内に働いています。私たちはこの世のことを思い浮かべるかもしれませんが、ある地位について満足することや、高い位や影響力や権力の座や財産を得て自己満足することは、私たちの心の問題です。このようなことはこの世の精神であり、今やそれは全く神に反します。キリストはこの精神とは全く相容れませんでした。キリストの教会、証しの器であるこの燭台は、この相反性の化身でなければなりません――この世の精神や原則とは反対のものでなければなりません。獲得するのではなく、与えなければなりません。自分自身に栄光を帰すのではなく、あらゆることでキリストに栄光を帰さなければなりません。主イエスは自分自身の栄光ではなく、自分を遣わされた方の栄光を求められました。彼は言われました、「わたしは自分の栄光を求めません」（ヨハネ八・五〇）。文脈によると、これは彼の周りにいる人々――宗教的指導者たちをも含みます――に対する非難の言葉でした。彼らは財産や地位等によって栄光を求めていたのです。そうです、これは精神においても原則においても、こうした事柄全般とは相容れないものなのです。


  



  サタンの働きと相容れない


  



  これはサタンの働きとは全く相容れません。サタンの働きを一語で要約することは可能でしょうか？可能だと思います。その一語とは自我です。聖書の中でサタンの歴史を辿ってみてください。過去に遡るなら、彼が神の敵になったのは自我を追い求めたからであることがわかります。サタンは自分の陥った悲劇にアダムを巻き込みましたが、それは同じ自我の精神をアダムに植え付けることによってでした。「あなたは……なるでしょう」（創世記三・五）。自我、自己中心性――これが生まれつき私たちの内にあります。最年少の子供の中にもこれを見ることができます――子供は注目の的になることがなんと好きなことか。この精神がそこにあり、私たち全員の内にあります。人や、人々からなる団体や、その類のものが中心になっている所には、真のイエスの証しはありえません。ああ、神にとって大いに尊いものになっていたはずのものを、サタンはどれほど台無しにしてきたことでしょう。サタンはある個人を全体の中心とし、その個人を中心にすべてがまわるようにしてしまったのです。あるいは、その事柄、その道具自身（たとえそれが何だったとしても）を大いに重んじさせて、それに注意を引くことにより、巧妙かつ狡猾なことに、主から注意を逸らしてしまったのです。人々はあっけなく、事物や、働きや、道具に夢中になってしまうのです。


  自我は神の働きにおいて、多くの巧妙な形で姿を現します。神のための多くの働きが陥ってきた悲劇は、間違いなく、人々が働きの中で自分自身を誇示してきたことであり、自分のために誉れ、名声、地位、感謝、肩書きを得てきたこと、あるいは得ようとしてきたことです。こうしたものが気づかぬうちに入り込んで、主イエスは人々や物事の陰に隠されています。そうであってはなりません、この器は全く神から成っていなければなりません。この証しは本質的にサタンのどの働きとも相容れないものでなければなりません。


  分裂の問題を再び取り上げることにしましょう。分裂、分派、争い、党派、派閥を生じさせることは、サタンの深刻な働きの一つではないでしょうか？ああ、サタンの働きにはなんと長い恐るべき歴史があることでしょう。サタンは神の民を分裂させて、バラバラの個人にするまで、何があっても決してやめようとしてこなかったのです。二人の人が共に霊的交わりの中にとどまることすら、サタンは可能なかぎり許そうとしてこなかったのです！霊的一体性のための戦いは、サタンとその霊の全勢力に対する真の戦いです。しかし、この燭台はひとまとまりです。それは複合体ではありません。それは多くの部品を打ち叩いて一緒にし、中心の茎に組み込んだものではありませんでした。燭台は一体となるべきものであり、すべては一つの材料から鋳造されなければなりませんでした。燭台に継ぎ目はありません。「この箇所で一つの部分が終わり、別の部分が始まります。もしこれを分解するなら、ここから分解しなければなりません」と言える箇所はありません。隙間や割れ目や継ぎ目はこれに見当たりません。燭台は完全に一体であり、火とハンマーによって造られたのです。これはサタンの分裂の働きとは全く相容れません。分裂はサタンの働きです――これを理解しようではありませんか。イエスの証しは分裂とは相容れません。イエスの証しは神の偉大な愛の一体性です。このようなわけで、独立――私たちの独立した決定や進路や生活――は実に悪質で危険で有害なものではないでしょうか？


  もしかすると、主イエスがご自身の友人たちを選ばれたことについて、まさにこの文脈から光を投じられるかもしれません。「わたしはあなたたちを友と呼びました」（ヨハネ十五・十五）、「わたしがあなたたちを選んだのです」（ヨハネ十五・十六）、「彼は十二人を任命された。それは彼らを自分と共にいさせるためであった」（マルコ三・十四）。「……この世にいるご自身の者たちを愛し、最後まで愛し通された」（ヨハネ十三・一）。彼ら抜きでひとりで進んだ方が、多くの面で主にとってはよほど楽だったのではないでしょうか？この人々を選ぶことがどういうことかを熟知していたにもかかわらず、主はどうして熟慮の上でそうされたのでしょう？主はそうする前に祈りつつ一夜を過ごされました。それは明らかに、導きを求めてのことだけではなく、恵みを求めてのことでもあった、と言わないわけにはいきません。なぜでしょう？人間生活をバラバラにするこの悪魔の働きを滅ぼさなければならなかったからです。主はいつでも自分の弟子たちの一、二名を放棄することができました。弟子たちと手を切ることができました。しかし、主は彼らを最後まで愛し通されたのです。主が忍耐と辛抱と愛のかぎりを尽くされたおかげで、弟子たちは最後まで無傷のまま保たれました――一人の例外がありましたが、その人は実は最初から全体に不可欠な一員ではなかったのです――そこで主は言うことができました、「わたしは彼らをあなたの御名の中に保ちました……彼らのうち一人も滅びることなく、ただ滅びの子だけが滅びました」（ヨハネ十七・十二）。悪魔の働きは滅ぼされました。これには、主は最後まである種の友愛を保たれたということ以上に、何か深い意味があります。これがイエスの証しです。それは悪魔の分裂の働きとは相容れないものであり、神はそのような道具、器を望んでおられます――この証しを維持するための燭台を望んでおられます。これは心を深く探る事柄です。


  



  この証しが働きに先立たなければならない


  



  悲しいことに、主の働きが働き人たち自身によって妨げられたり駄目にされたりすることが、実はよくあるのではないでしょうか？言うのも恐ろしいことですが、そうなのです。問題は働きよりも働き人たちにあることがよくあります。一緒にやっていくこと、一緒に生活することができず、互いに相容れないせいで、一つの領域から他の領域に移らざるをえないのです。これはどうしてでしょう？「それは彼らの内に十字架の働きがなされていないためです」と、もちろん人は言います。至極もっともなのですが、それと同等の正しさで、「それは働きが証しに先立ってしまったため、あるいは証しに取って代わってしまったためです――証しのためではなく、働きのために出て行ってしまったためです」と言えるのではないでしょうか？働き人たちが立ち止まり――話し合って祈り、こう言ったとしましょう、「ここを見てください。これは証しではありません。これはイエスの証しとは相容れないものです。私たちは何のためにここにいるのでしょう？はるばるこの道を進んできて、このようにさんざん犠牲を払ってきましたが、それは働きをするためだけで、依然として主の証しに欠けているのではないでしょうか？私たちはここにいてこれを行っていますが（あるいはこれを行おうとしていますが）、私たちは主ご自身と真っ向から対立しているのではないでしょうか？」。もしこうするなら、彼らは荷物をまとめて家に帰るか、あるいは、この問題を全く解決して、「証しは働きに先立ちます。働きは証しから発しなければならないからです。働きは証しと別のものであってはなりません。私たちは一緒にやっていくための立場を、神に栄光を帰す形で見いださなければなりません」と言うでしょう。私たちは何のためにこの地上にクリスチャンとして存在しているのでしょう？ここにいるのは働きをするためでしょうか、それとも証しのためでしょうか？あまりにも多くの人々が主の働きに関心を寄せており、（彼らが言うには）主の証しに関心を寄せているのですが、彼らは一緒にやっていくのがきわめて難しい人々なのです。このような事例に絶えず出くわすため、こう言わざるをえません、「なるほど、彼らは神の働きに大いに関心を寄せています。しかし、彼らに関するかぎり、彼らが証しに関心を寄せているかどうかはわかりません」。


  今、この事実に大いに率直に向き合うことにしましょう。私たちは主の証しに大いに関心を寄せています。イエスの証しは全く無私であることであり、自己中心性と相容れないものであり、あらゆる形の自己や自我と相容れないものです。働きを行うことや教理を教えることではなく、ここでこのようにキリストを表現すること――これがイエスの証しです。しかし、私たちは家にいる時、短気なのではないでしょうか？家や家庭で他の人々が私たちと一緒にやっていくのは困難なのではないでしょうか？私たちは問題や軋轢や争いを起こしてばかりなのではないでしょうか？これは悪魔の働きであって、証しではありません。クリスチャンがこの地上にいるのは証しのためです。そして、この証しを示す方法は、他の人々と上手くやっていける能力を示すことによってでなければなりません。主イエスと上手くやっていけない人々だけが自己中心的な人々でした――宗教的であろうとなかろうとそうでした。他の人々はみな、主イエスと一緒にやっていくのは素晴らしく容易であることを見いだしました。ああ、この「証し」という言葉は私たちの内に見いだされる主ご自身を意味します。これ以外の意味でこの言葉を用いないようにしましょう。証しは、他の人々に与えたいと私たちが願う、真理に属する事柄ではなく、もっぱら主ご自身なのです。


  ですから、主は望みのものを手に入れて、それに御手を置き、それを望みの場所に置けるようになるのが何時なのか、ご存じにちがいありません。キリスト教はそれとは別の体系になってしまいました。人は「自分は主に召されている」と思うと、「さあ、主の働きに備えなければなりません」と言って、訓練のために施設に行きます。そして訓練を終えると、「さあ、用意ができました」と言います。「用意ができた」とはどういう意味でしょう？知的に、神学的に用意ができたということでしょうか？まあ、それでどれだけ先に進めるかはわかりません。いつあなたの用意が整うのかは、主だけがご存じです。あなたは仕事に戻って、「あなたに関するかぎり、わたしは自分の望むものを得ました。今、あなたに行ってもらいたい場所をあなたに示すことにします」と主があなたの召しを確証してくださるのを待った方がずっといいかもしれません。あなたは主に信頼することができます。もし主がその奉仕にあなたを召しておられるのなら、たとえあなたがしばらくのあいだ仕事に戻らなくてはならなくても、遅かれ早かれ、主は必ずその召しを確証してくださいます。この弟子たちは召されましたが、その後、魚釣りに戻って行きました。しかし、主は来て、彼らの召しを確証されました。タルソのサウロはダマスコ路で召されましたが、アンテオケに行ってそこで待ちました。そして、ついに主は来て、彼の召しを確証して言われました、「さあ、あなたの用意は整いました。今、わたしは自分の望むものを得ています。今、その時が来ました」。あなたはこれを恐れているのでしょうか？この問題についてあなたは主を信頼しているでしょうか？結局のところ、主が望んでおられるのは証しなのであって、ことによると、この証しはあなたなら選びそうもない分野や領域で生み出されるものかもしれません。「自分が出て行って全時間霊的働きを行った方が、遥かに容易かつ簡単にこの証しを担うことができる」とあなたは思うかもしれません。もしそう思っているなら、あなたは欺かれています。今や初心者でも未熟者でもない人の言うことを聞いてください。私はあなたにこう述べることができます。霊的働きには様々な要求が伴いますし、霊的務めには様々な機会や要求が伴うため、到底応じきれないのですが、とりわけ世界で最も困難なのは、この要求に遅れを取らないようにこの証しを保つことなのです。「ここでよく失敗してしまいます」と私たちは告白しなければなりません。私たちが証しと称しているものは、私たちの務め、教え、働き、執筆記事、与えるメッセージのことではありません。そのようなものは証しではありません。もし神が良しとされるものがその背後にないなら、そんなものは何の役にも立ちません。神はたいそう苦労して、私たちの証しが私たちの務めに遅れをとらないようにしてくださいます。神はモーセの道に割り込んで――モーセを召した後ですら――彼を殺そうとされました。主はモーセを任命されたのですが、それでも「道中のことであった……主はモーセと会って、彼を殺そうとされた」（出エジプト四・二四）とあります。背後で何かが欠けていたのです。それが何だったのかはご存じでしょう。それに対応しなければならなかったのです。それはこの証しの背後にあるものです。それをいつ主が手に入れたのかは、主がご存じです。そして、主は適切な時に、適切な場所で、私たちを用いてくださいます。主は必要に応じる者をあらかじめ他所で生み出しておかなければなりませんが、私たちがその当人でなければなりません。その必要の所在やその備えの所在は聖霊がご存じであり、この二つを巡り合わせることが聖霊の働きです。バルナバがアンテオケに行った時、そこには明らかに満たすべき必要がありました（使徒十一・二〇～二六）。そこで、バルナバは聖霊に満たされていたので、「この必要に応じられる人を私は知っています」と言いました。そして、彼はタルソに出かけて行き、サウロをアンテオケに連れて来たのです。


  あなたが家にいて、退屈な、つまらない、刺激や趣に欠ける生活を送っている時も、霊感の湧かない諸々の義務に取り囲まれて仕事をしている時も、深い試みの境遇にある時も、主はそれをご存じです。あなたがそこにいるのは、試みの下でよしと認められるためなのです。そして、主があなたのことをよしと認められる時、主は、「来なさい。あなたはわたしの望む者です。あなたのために別の用事があります。高く上って来なさい」と言われるでしょう。あなたの奉仕についてもこうしてください。


  主は働き以上に証しを求めておられます。すべてはこれを焦点としています。もし働きを証しの代わりにするなら、私たちは混乱するでしょう。私たちがこの地上にいるのは証しのためです。こういうわけで、主の僕たちの中で最も偉大で有用な者といえども、主は働きのゆえに生々しい懲らしめや苦難を免除することを決して許されませんでした。これは矛盾のように見えます。この働きにはこの人が必要と思われますが、この人は働けません。なぜなら、この人はこのような試みや苦難を経ることになるからです。なんという矛盾でしょう！しかし、主がより関心を寄せておられるのは、多くの働きを成し遂げることよりも、この器の霊的度量なのです。


  主はこれによって私たちを助けて、これを受け入れる恵みを与えてくださいます。それが容易ではないことを私は知っています。しかし、主は証しのために純金の燭台を求めておられることを、どうか理解してください。この燭台は装飾品や、飾り物や、それ自身に注意を引く物ではなく、主ご自身に対する証しなのです。


  



  第５章 証しに関する十字架


  



  これまでこの証しについて再び述べることに専念してきました。この証しのために主は最初に――もう何年も昔のことですが――この手段やこの務めを起こされたのである、と私たちは信じています。主はこの証しと団体的手段を生み出されましたが、私たちにとって、それに対する主の御旨は純金の燭台というこの象徴的表現に集約されます。そして、この年月の間、この純金の燭台がその絵図や象徴であり続けました。しかし、人の出入りが多かったため、私たちの間にあるその絵図や象徴が正確には何を意味しているのか、来たばかりの人には必ずしもはっきりしていませんでした。また、この務めは明確に区切られた幾つもの期間にわたって存続してきたにもかかわらず、その立場を短くまとめて再提示しようとはあまりしてきませんでした。主は最近、この必要を私たちに示してくださっているように思われます。


  前に述べましたが、この証しには三つの主要な面があります。その三つの面は、この燭台について考えた時の三つの道筋に示されています。その第一はキリストの豊かさであり、第二は主の証しの器としての教会です。この二つについてはすでに考えました。今、三番目に移ることにします――それは他のあらゆるものの基礎である十字架の必要性です。


  「純金の燭台」。先に進む前に、欄外の言葉の方が本文の言葉よりも良い、とここで述べることができると思います。ここでは「燭台」となっており、この象徴が用いられている他の箇所でもそうですが、欄外では「燈台」となっています。実際、「燈台」の方が優れています。なぜなら、燭台は自分の身を燃やして火や光を放つのに対して、ゼカリヤ書に記されているようなこの燈台の完全な描写によると、この燈台は二本のオリブの木という生ける無尽蔵の源から燃料を汲み出しているからです。これは自分自身を燃やす燭台よりも遥かに優れています。この証しのために私たちは自分自身から燃料を供給するのではありません――また、そうするよう要求されてもいません。聖霊なる神がこの証しの燃料なのです。その持続力や継続力、実際の効力という問題になると、私たちが自分自身をろうそくとして供給できるものと、主が供給できるものとは、全く大違いです。昔、ある疲れ知らずの働き人に、「このろうそくを両端から燃やすことはできませんよね」と言った人がいました。それに対する返答は、「もちろん、私ならできますよ。問題はそのろうそくがどれくらい長いかです！」でした。すごく長いろうそくでも、遅かれ早かれ燃え尽きますが、生ける源である神の御霊がおられるなら、尽きることはありません。これはこの方法によります。


  



  この燈台は十字架に基づいて構成されている


  



  この燈台もしくは燭台の全体は、キリストの死と復活の原則に基づいて構成されていました。これは実に印象的な事実です。この燭台はこれをなんと実際に示していることでしょう！神の指示にしたがって造られた実物に近づき、目を閉じて、中央の柱――そこから両側に枝が伸びていました――の底部に触れ、その底部からこの中心の柱に沿って手を動かしたとしましょう。すると、ある所で何かにぶつかります――それはここでは「つぼみ」またはこぶと呼ばれています。これを通り抜けることはできず、行き詰まりであることがわかります。すんなり上ることを妨げられてしまいます。何かに出くわしました。それは前進を阻むよう設計されていたものであり、進路に立ちはだかって要求を突き付けるものであり、自分の動きを検討するようにさせるものです。しかし、それを検討して、そのつぼみを乗り越えると、何か別の感触がします。丸くなっているのを感じるのです。「ああ、これは葉を大きく広げた花の形をしているんだ」。そして、これに気づくと、次に、この花は実際には杯、入れ物、器、容器であることがわかります。その後、再び上り始めます。少しの間、何にも出くわさずに進みます。しかし、ここでまた同じことが繰り返されます――つぼみ、花、杯に出会います。この茎を上って行くと、この三つのものに四回以上出くわします。それは四回前進を阻みます。それを通り抜けると、枝の感触がします。枝は片側に三本づつあります。一番下の枝を辿ると、上に伸びているのを感じますが、少しすると同様の三つの邪魔物に出くわします。少し先に進むとそれがまた繰り返され、その次もまたそれが繰り返されます。六本の枝のどれも、これが三回繰り返されるのがわかります。茎で四回、各々の枝で三回です。これが繰り返される回数や、これが何度も出てくること、これは注目すべき事柄です。このようなものは底部で最初に一度だけあれば十分であり、その後は全くすんなりと進めるようにすればいいのではないでしょうか？いいえ。これは道中、最初から最後まで繰り返されます。この道具、この証しの器の全行程は、この三つの印を帯びているのです。


  



  十字架――死、復活、豊かな命


  



  このこぶは何を表しているのでしょう？拘留や制止でしょうか？先に進み続けることができません。拘留されてしまいます。これは告げます、「あなたはここで止まって何か重要なものに注意しなければなりません。ここに主イエスの死があります。ここに十字架の死の面があります――それはあなたを手前で立ち止まらせるものであり、その厳粛な意義を心に留めずに通り過ぎることのできないものです」。それについて考えずに、この十字架を乗り越えることはできませんし、それを通り過ぎて無視することもできません。主がこの十字架をあなたの道に置かれる時、あなたは手前で立ち止まることになります。そして、主イエスの死の意義を実際に心に留めなくてはならなくなります。


  しかし次に――神に感謝します――その頂上に花があります。それはアーモンドの花です。アーモンドが復活の型であることはご存じでしょう。アーモンドの花――それは新しい命、新しい希望、新しい展望、復活です。アーモンドの花――新しい季節の始まりです。なぜなら、春の花の中で最も早く咲くからです。他の花に先駆けて、他のあらゆるものに先駆けて咲きます。これは予表です。これは復活の到来、新しい年、新しい春、新たな豊かさの到来を告げます。ここに死と復活があります。


  次に杯です。ここに容器、器があります。これは何でしょう？これは間違いなく、死と復活の結果――新しい命、御霊、命の御霊――の入れ物のことです。「そういうわけで今や（死と復活のおかげで）キリスト・イエスにある者は罪に定められることはありません。なぜなら、キリスト・イエスにある命の霊の法則が罪と死の法則から私を解放したからです」（ローマ八・一～二）。この器のあらゆる部分に死と復活と新しい命の霊があります。


  次に、全体を証しの燈台が照らし、死と復活と命の霊に光を投じて、それを常に見えるようにします。上からのこの光により、イエスの証しが何と関係しているのかがわかります。イエスの証しは、一つの領域全体に対して「否」と告げる彼の死、別の領域全体に対して「よし」と告げる彼の復活、そして、神が承認しておられる領域で生きるための新しい命の力と関係しています。上からの光がこれを照らします。


  四回、茎でこれに出くわします――四は被造物の数です。だれでもキリストにあるなら、その人は新創造です（二コリント五・十七）――これは死と復活によります。枝々はキリストにあり、全体が新創造を構成します。どの枝でも三回これに出くわします。三は神聖な豊かさの数です。それはまた死と復活の数でもあります。「ヨナが三日三晩鯨の腹の中にいたように、人の子もまた三日三晩地の中心にいなければなりません」（マタイ十二・四〇）。「この宮を壊しなさい。三日でわたしはそれを起こします」（ヨハネ二・十九）。「これらの事が起きてから、もう三日です」（ルカ二四・二一）。この三つのもの――死と葬りと復活――を、この証しのどの枝も帯びています。これは空想的に聞こえるでしょうか？あなたは聖書の象徴を考慮しなければなりません。これらは無意味ではありません。神は神聖な御旨をご自身の被造物すべての内に記されたのです。ですから、私たちは言います。証しの器はキリストの死と復活の原則に基づいて構成されているのです。


  



  十字架――内側に造り込まれた経験


  



  黙示録を見ると、冒頭で「人の子のような方」が示されています。この方は、「わたしは生きている者です。かつて死にましたが、見よ、永遠に生きます」（黙示録一・十八）と仰せられます。また、七つの金の燈台と、その間におられるこの生ける方が示されます――これは燈台によるイエスの証しです。その証しは、各々の燈台における主イエスの死と復活であり、この器のまさに材質の中に、まさに金の中に造り込まれています。この燭台を造るように命じられた腕利きの職人たち――彼らは自分たちの道具、尖った硬い道具を用いて、叩いたり切ったり、苦労してこの金を加工し、何度も繰り返されるこの幾つもの象徴を造り上げます。あなたや私や主の民が、どこかで主のために、このような証し、イエスの証しの器を用意することになったとしましょう。それは私たちの内側に切り込まれ、削り込まれ、ハンマーで叩かれて、私たちの内側に造り込まれる、と言っても過言ではありません。それは困難な辛い働き――主イエスの死と復活――の結果なのです。


  



  証し――復活したキリストの臨在


  



  これがまさにアジアの諸教会に対する課題の意味だったのではないかと思います。主がこの諸教会について述べるべきこと――間違っている点や正しい点――をすべて述べた時、結局のところ、主はこの当初の証しに諸教会を連れ戻そうとしておられたのではないでしょうか？使徒行伝の最初の数章に記録されているように、教会が始まった時、使徒のメッセージや説教は死んで復活されたイエス以上のものではありませんでした。死んだイエスが復活されたこと、十字架につけられた方を神はよみがえらされたこと以上のものではなかったのです。


  これを彼らは至る所で話しました。十字架につけられて復活したキリスト――すべてはこの上に築かれ、すべてはこれから引き出されました。これが基本だったのです。問題を引き起こしたのはこれでした。このようなことはかつてだれも知らず、聞いたこともありませんでした。一人の人が十字架につけられました――この人が死んでいたことに間違いはありません――そして、人の手が触れることなく、また超自然的な力が介入することもなく、この方は死者の中から復活して、生きておられるのです！「神がこれをなさったのです」という主張がなされました。そして、神はこれを行うことによって、「この復活した者は全く御旨にかなっています」と宣言されました。ご自身から成っているものが部分的でしかないものを、神はご自身と同一視したりはなさいません。神は復活により御力を示されました。なぜなら、その状況は完全に御旨にかなっていたからです。イエス・キリストは完全に御旨にかなっています――全く神から成っておられます。あらゆる問題を引き起こしたのはこの証しでした。そうです、地上においてです。なぜなら、地は地獄の中にあるからです。


  さて、この経綸の終わりに、復活した主は教会に来臨して、教会をこの最初の基礎の上に置かれます。主は次のようなことを言われるでしょう、「あなたには多くの働きあります。多くの良い点があり、悪い点も幾らかあります。しかし、それらが良いものであれ悪いものであれ、重要なのは『わたしの死と復活の強力な衝撃力をあなたは帯びているでしょうか、それがあなたの内にあるでしょうか？』というこの一事なのです。『わたしは生きている者です。かつて死にましたが、見よ、代々にわたって生きます』。あなたが地上で国々の間にいることにより――言葉によってではなく、まさに力によって――この証しがなされているでしょうか？」。諸教会に対するこの要求を、徹頭徹尾、こう正確に正しく要約できると思います。その終わりはその始まりとどう対応しているのでしょう？これがすべての基本であり、これから逃れることはできません。


  



  教会は何度も十字架に連れ戻される


  



  この燭台もしくは燈台は、この証しが何度も繰り返される構造をしています。そうである以上、「教会（そして各々の神の子供も）は何度も繰り返しその土台に連れ戻され、これから逃れられないことを思い起こすことになる」と言ったとしても、この原則の適用を誤ったことにはならないと思います。自分の土台である十字架から逃げるなら、クリスチャン生活で前進することはできません。死と復活の両面に基づく十字架が、教会の歴史の中に常に存在しています。まるで十字架を通り過ぎてしまったかのように、「今や私は十字架を後にして、十字架を超えた所に来ました」と言えるかのように、走り続けることはできません。そんなことは決してできません！実際の霊的歴史では、十字架に何度も何度も出くわすのです。十字架が新たに適用されなければなりません。このこぶに出会う時、対処されるべき旧創造に十字架の意義がことごとく及ぶのを許さないかぎり、復活の命やこの杯の豊かさの中にさらに入り込むことはできません。そして、これが何度も何度も起きます。霊的歴史はこのようなものであり、こうでなければならないのです。


  



  十字架は豊かさへの道である


  



  しかし、先に進むにつれて――自分が常に上に向かって動いていること、これは上向きの動きなので天の動きであることに気づきます――天的豊かさ、主の栄光の豊かさ、七重の祝福にますます近づいていきます。頂上にあるもの――光、証し、栄光の霊的豊かさ――にますます近づいていきます。主イエスの十字架の適用は、それが最初の基礎的転機の場合であれ、別の時に別の目的をもって引き続き訪れる転機の場合であれ、いっそう大いなる豊かさに至る道以外の何もののためでもありません。ああ、十字架の死の面で頭がいっぱいになるあまり、間違った道に行ってはなりません。多くの人はあまりにも自分の死やその必要性で頭がいっぱいになっていて、そのせいで霊の命を消されてしまっています。彼らの間で霊の命に出会うことはありません。彼らはキリストと共なる自分の死であまりにも頭がいっぱいだからです。この死の面がそこには必ずある一方で、それはアーモンドの花、さらに大きな豊かさを持つ杯への道にすぎません。これは上向きの動き、復活の動きであり、真っ直ぐ上って霊的豊かさに至るのです。


  



  十字架は教会によって神の栄光が現される道である


  



  これまで手短に述べてきましたが、これにはご自身のために人々を獲得するための神の霊的働き全体が含まれます。その人々は主イエスの死と復活の事実や教理を口で証しするだけではありません。彼らの間には、御霊により、生ける炎、この証しの生ける力、死と復活の実際の意義の生ける力があります。つまるところ（これについてさらに述べてその完全な内容をすべて明らかにするつもりは私にはありません）、それはどういう意味になるのでしょう、どういう結果になるのでしょう？まさに次のことです――神は出て来て、ご自身が不可能を可能にする神、奇跡の神、自然を超越する神であることを示されるのです。それを行う最善の方法は何でしょう？それを行う最善の方法は、私たちを導いて、一方において、私たち自身の命、力、資源、能力、自己十全性、そのようないっさいのものに対して主イエスの死を適用して知らせることです――これは死による終結であり、「私はこれ以上進めません、これ以上行えません、私はおしまいです」と私たちは言わざるをえなくなります――次に、神は私たちを導いて、神が新しい始まり、奇跡的な新しい始まりの神であること、復活の神であることを、私たちに発見させます。そして、私たちはこう証しします――「神がおられなければ、私たちはどうなっていたでしょう？主がこれをなさったのであり、これは神の復活の奇跡です。これ以外に説明のしようがありません。これは神です。ただ神だけです」。これがイエスの証しです。このようなことを口で述べるのは可能ですし、真理として捉えるのもおそらく可能です。しかし、私たちは備えていなければなりません。十字架は私たちの足下から神ご自身以外の立場をすべて断ち切り、私たちを行き詰まりや、力も希望も尽き果てた状態に何度も導きます。パウロは言いました、「私たちは生きる望みさえも失いました……それは自分自身ではなく、死者をよみがえらせてくださる神に信頼するためでした」（二コリント一・八～九）。これを自分の人生の基礎として受け入れる覚悟はあるでしょうか？これが栄光の基礎です。これが証しです。教わった教えだけでは、このような結果にはなりえません。たとえこの教えを受け入れる人々がいたとしても、その命と力の中に立っていないおそれがあるのです。


  この一連の黙想を終えるに当たり、こうするのが必要であり、望ましいことだと思います。私たちは主の御前で静かに頭を垂れて、次のことを理解すると共に、主と取り引きを交わさなければなりません。すなわち、私たちはたんなる言葉や教理や教えや情報としてこの証しを保持してはならず、聖霊の力により、主の死と復活の内なる働きを通して、真にイエスの証しを体現しなければならないのです。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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